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令和７年度 東京医学技術専門学校 自己点検評価 

 

『専修学校における学校評価ガイドライン』に基づき自己点検評価を行っている。  

各科教務主任の意見と評価を総合的に評価し、下記の段階にて評価を行っている。 

評価段階は４段階とする。（４：大変良い ３：良い２：あまり良くない １：良くない）  

  

１．教育理念・教育目標  

評価項目 評価 

 １ 教育理念・教育目標、育成人材像が設定されているか         ４ 

 ２ 教育理念・教育目標、育成人材像が明確化されているか         ４ 

 ３ 職業教育の特色が明確化されているか            ４ 

 ４ 教育理念・教育目的・人材育成像が学生・保護者等に周知されているか  ４ 

 ５ 教育目標・育成人材像は業界のニーズに向けて方向付けされているか ４ 

 

〇現況・課題  

本校は「医学技術を以て社会の発展に寄与する」という建学の精神に基づき、豊かな教養と人間性を備

え、社会に貢献できる医療人の育成を教育目標としている。教育理念および教育目標については、ホー

ムページやオープンキャンパス等を通じて学生・保護者・受験生へ周知を図っている。 

また、臨地実習施設との連携を通じて医療現場のニーズを把握し、教育内容へ反映している。 

 

〇改善方策 

教育理念および育成人材像について、引き続き学生や保護者への周知を図るとともに、医療現場のニー

ズを継続的に把握し教育内容の充実に努める。 

  

２．学校運営 

評価項目  評価 

 １ 目標等に沿った運営方針が策定されているか  ４ 

 ２ 事業計画に沿った運営方針が策定されているか  ４ 

 ３ 運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか  ４ 

 ４ 人事や給与に関する規定は整備されているか  ４ 

 ５ 情報システム化による業務の効率化が図られているか  ４ 

 

〇現況・課題  

学則および教育概要に基づき年間計画を策定し、適切な学校運営を行っている。 

定期的な運営会議を開催し、学校運営方針の共有と意思決定の円滑化を図っている。 

人事・給与制度についても適切に管理されており、情報管理については共有システムを活用し業務の効

率化を推進している。  

  

 



〇改善方策 

業務効率のさらなる向上を目指し、情報管理システムの改善および ICT活用を推進する。 

 

３．教育活動 

評価項目 評価 

 １ 教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されている ４ 

 ２ 教育理念を踏まえた教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか ３ 

 ３ カリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

 ４ 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ３ 

 ５ 成績評価・単位認定・進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４ 

 ６ 人材育成目標の達成に向け要件を備えた教員を確保しているか ３ 

 ７ 最先端知識・技術等の研修や教員の資質向上の為の取り組みが行われているか ３ 

 ８ 教員の資質、指導能力向上に対する取組が行われているか ３ 

 

〇現況・課題  

教育課程は指定規則に基づき編成され、講義・学内実習・臨地実習を計画的に実施している。 

また、医療現場の変化や社会的要請に応じて、必要に応じたカリキュラムの見直しを行っている。 

成績評価、単位認定、進級および卒業判定については学則に基づき適正に実施している。 

国家試験対策として模擬試験や補習指導を行うほか、本校独自の学習支援システム「TOP-1」を活用し、

学習環境の充実を図っている。 

教員は学会や研修会へ参加し、専門知識や教育力の向上に努めているが、授業運営や学生指導等の業務

負担が大きく、研修機会の確保が課題となっている。 

 

〇改善方策 

教育内容の継続的な見直しを行い、学生の学習意欲向上と資格取得率向上を図る。 

また、学校関係者評価委員会や実習施設からの意見を積極的に取り入れ、最新の知識・技術に対応した

教育内容の充実に努める。 

さらに、実務経験豊富な教員の確保を進めるとともに、教員研修への参加機会を確保し、教育力および

専門性の向上を図る。 

 

４．学修成果 

評価項目 評価 

 １ 就職率の向上が図られているか ４ 

 ２ 資格取得率の向上が図られているか  ４ 

 ３ 退学率の低減が図られているか  ３ 

 ４ 卒業生の社会的な活動状況や評価を把握しているか  ２ 

 

 



〇現況・課題  

 就職支援については、担任を中心に全教職員が連携して対応している。 

卒業時点で進路未決定の学生についても継続的な支援を行っている。 

国家試験対策については、TOP-1や個別指導、オフィスアワー制度等を活用し、学習支援を実施してい

る。 

退学者は主に１年次に多く見られ、その要因として学習面や生活面での課題が挙げられる。卒業生の就

職後状況については把握に努めているものの、継続的な追跡体制の整備が課題となっている。 

 

〇改善方策 

学生一人ひとりの状況把握に努め、面談や学習支援を充実させることで退学率の低減を図る。 

また、卒業生への継続的な支援体制や情報収集体制の整備を進める。 

 

５．学生支援 

評価項目 評価 

 １ 進路指導に関する体制が整備されているか  ３ 

 ２ 学生相談に関する体制が整備されているか ４ 

 ３ 学生の経済的側面に対する支援体制が整備されているか  ４ 

 ４ 保護者と適切に連携しているか  ３ 

 ５ 卒業生への支援体制はあるか ３ 

 

〇現況・課題  

進路相談、学生相談および経済的支援については、担任を中心に主任・校長・事務職員が連携して対応

している。 

奨学金制度や学費分納制度についても積極的な情報提供を行っている。 

保護者との連携については、欠席や成績不振等の状況に応じて連絡や面談を実施している。 

また、卒業生に対しても就職相談や聴講生制度など国家試験再受験の支援を行っている。 

一方で、多様な課題を抱える学生への支援が増加しており、支援体制のさらなる充実が求められてい

る。 

 

〇改善方策 

 学生相談体制の強化を図るため、専門家との連携や相談体制の整備を検討する。 

また、経験豊富な教員の確保に努めるとともに、卒業生支援についても同窓会との連携を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 



６．教育環境 

評価項目 評価 

 １ 施設・設備は教育上、十分に対応できるよう設備されているか  ３ 

 ２ 実習室の機器・備品は教育上十分に対応できるよう設備されているか  ３ 

 ３ 学校施設・機器備品等が定期的に管理・点検されているか  ３ 

 ４ 図書室及びコンピュータが利用できる環境を設置しているか  ３ 

 ５ 防災に対する体制は整備されているか  ３ 

 

〇現況・課題  

教育に必要な施設・設備・機器については概ね整備されているが、一部については老朽化が進んでい

る。 

定期的な点検や保守管理を実施し、安全な教育環境の維持に努めている。 

防災面では、備蓄品の整備や消防設備の点検、防犯講話の実施等を行っているが、校舎の老朽化への対

応が課題となっている。 

 

〇改善方策 

機器・設備の計画的な更新を進めるとともに、ICT環境の整備を推進する。 

また、防災備蓄品の充実および施設整備を継続し、安全で快適な教育環境の整備に努める。 

 

７．学生の受入れ募集 

評価項目 評価 

 １ 学生募集活動は、適正に行われているか ３ 

 ２ 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

 ３ 学納金は妥当なものとなっているか  ４ 

 

〇現況・課題 

高校訪問、オープンキャンパス、ホームページ等を活用し、適正な学生募集活動を実施している。 

学納金や奨学金制度についても積極的に情報公開を行っている。 

しかしながら、各学科とも定員充足には至っておらず、募集活動のさらなる充実が課題となっている。 

 

８．財務 

評価項目 評価 

 １ 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

 ２ 予算、収支計画は、有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

 ３ 財務について、会計監査が適正に行われているか  ４ 

 ４ 財務情報公開の体制整備はできているか  ４ 

 

 



〇現況・課題  

学校運営に必要な財務基盤は安定しており、予算編成および執行は適切に行われている。 

また、会計監査および財務情報公開についても適正に実施している。 

  

〇改善方策 

今後も健全な財務基盤の維持に努め、教育環境の充実に向けた計画的な予算執行を行う。  

  

９．法令等の遵守 

評価項目 評価 

 １ 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか  ４ 

 ２ 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

 ３ 自己点検・評価の実施と問題点改善に努めているか ４ 

 ４ 自己点検・評価を公開しているか ４ 

 ５ 学校関係者評価を実施して評価結果を公開しているか ４ 

 

〇現況・課題  

関係法令や専修学校設置基準を遵守し、適正な学校運営を行っている。 

個人情報保護についても教職員への周知を徹底し、適切な管理を実施している。 

自己点検・自己評価および学校関係者評価については、ホームページにて公表している。 

 

〇改善方策 

引き続き法令遵守を徹底し、適正な学校運営に努める。 

 

１０．社会貢献・地域貢献 

 評価項目 評価 

 １ 学校の教育資源を有効活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

 ２ 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ３ 

 

〇現況・課題  

学会への施設提供や健康フェアの開催などを通じて、地域社会への貢献活動を行っている。 

また、学生ボランティア活動についても周知と支援を行っている。 

 

〇改善方策 

地域貢献活動やボランティア活動に関する情報発信を強化し、学生の自主的な参加を促進する。 

 

以上 


